
企業名：   日本毛織      
 
1． この会社が目指す姿が理解できるか 
 結論から言わせてもらうと、本統合報告書を読んで、同社が将来に向ける姿は、少々漠然
でイマイチ理解できない。毛織工場から立ち上がった 126 年歴史のある日本毛織は、今日
祖業である「衣料繊維」を含め、「産業機材」、「人とみらい開発」と「生活流通」の 4つの
セグメントを主要事業としている。 
 衣料繊維事業では、売り上げのほとんどを占めている学生服の市場がシュリンクしてい
ることは、少子高齢化と原料高騰に悩まされている日本においては言うまでもなく、明白で
ある。そのため、今後には海外進出やＭ＆A などの経営の多角化が必要そうである。しかし、
報告書では、衣料繊維と産業機材に関して、中国への事業展開やＭ＆A についてはいくつが
言及されているものの、いずれも具体的な情報が載っておらず、進捗の具合などを確認しよ
うがなく、極めて不明瞭である。また、３期連続で当期純損失を計上していたフジコ―グル
ープである株式会社フジコ―を完全子会社化していることが、いかにシナジー効果を生み
出すのかも詳しく説明されていない。 
 また、成長を見せている生活流通事業については、Eコマースはこれから伸びていくこと
を狙っているのが分かるが、参入障壁が低く競争が激しい業界なので、他社との差異性とは
何かははっきりとした姿が見えない。 
 最後に、売上高構成で最も高い「人とみらい開発事業」について、高齢化や都市再開発な
どの影響を受けて、金のなる木になる可能性が高いが、これからどのように事業拡大をして
いくのかをもっと知りたいところだ。 
 報告書では、セグメントごとに、各事業について『未来に向けた事業戦略』の説明がなさ
れてはいるが、いずれも短く漠然で、将来には具体的に何を目指しているのか、そしてどの
ように達成していくのかは、個人的にはなかなか理解できない。 
 
2． この会社の競争優位性が理解できるか 
 あまり理解できない。統合報告書では、ほとんど行っている事業や開発・販売している商
品を羅列しているだけで、他社と比較した競争優位性についての説明が非常に足りないよ
うに思う。 
 例えば、衣料繊維事業においてはエネルギー負荷の少ない「Breeza」糸の開発、産業機材
事業においては高機能バグフィルターなどが触れられているものの、他社と比較して、それ
ぞれどのような独自セグメントを獲得できるのかは十分に説明なされていない。また、シュ
リンクしているためなのか、老舗である学生服事業では、かなり高い市場シェアを持ってい
ることについては紹介されていない。 
 個人的に唯一読み取れるのは、財務情報から利益率が高く、リスクの少ない健全な財務体
質が強みなのではないだろうか。豊富な不動産資本で資金力があるため、既存事業から次第





5．報告書にはどのような改善余地があるか 
 まず、財務情報も重要であるが、54 ページもある統合報告書にしては、知的資産などの
非財務情報の開示が少なすぎると思う。将来の売上や利益を創出する源となる会社の「見え
ざる資産」は、非財務情報からしか読み取れない。企業の独自の強みである無形資産をどの
ように活用して、お客様にとっての価値を実現しているか、そして、実現していく計画であ
るかについて伝えるためのものは統合報告書の役割だと考える。本統合報告書は、有価証券
報告書でも分かる情報がたくさん盛り込まれたが、非財務情報への説明は不十分である。 
 特に、多くの場合は、「やさしく、あったかい」、「ご要望・ご期待にお応え」、「社会的課
題に貢献していく」や「チャレンジして行きます」等々、無意味な言葉、或いは当たり前の
事を何度も繰り返して並べているだけで、具体的な数字や事例説明もなくて、説得力があま
りない。また、無駄な情報がやたら多く、何度も繰り返されているため、重要な情報を読み
取ること自体を難化させている。 
 まとめると、非財務情報への充実化、データや事例による内容の具体化、要点を絞った冗
長な文章の簡潔化などが改善できるのではないかと私は考える。 


